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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

哲哲学学・・倫倫理理学学のの研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

（（１１）） 人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを行行っってていいまますす。。ここれれままでで「「他他者者理理解解」」とといいうう観観点点かからら、、人人間間のの言言語語

やや思思考考のの本本性性ににつついいてて考考察察しし、、特特にに人人々々のの世世界界観観のの多多様様性性やや一一様様性性にに焦焦点点をを当当ててたた研研究究をを行行っっててききままししたた。。

今今後後ははささららにに、、  認認知知能能力力のの発発達達過過程程やや、、動動物物のの認認知知ととのの対対比比とといいっったた観観点点もも加加ええたた研研究究をを行行っってていいききまますす。。  

（（２２）） 人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを土土台台ととししてて、、応応用用的的なな研研究究をを同同時時にに行行っってていいまますす。。ここれれままでで倫倫理理

学学のの基基礎礎的的なな研研究究をを医医療療倫倫理理のの応応用用研研究究へへとと接接続続しし、、  

特特にに、、生生命命倫倫理理にに関関すするる研研究究をを行行いい、、  新新型型出出生生前前  

診診断断のの制制度度化化ややゲゲノノムム医医療療にに関関すするる検検討討をを行行っってて  

ききままししたた。。今今後後もも他他分分野野・・他他領領域域のの方方々々とと協協働働ししてて  

社社会会的的なな課課題題にに取取りり組組みみ、、哲哲学学倫倫理理学学のの研研究究ととししてて  

理理論論的的なな側側面面かからら課課題題のの解解決決にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

言語と思考に関する哲学・倫理学的研究 

 

氏氏名名：：      中中谷谷内内  悠悠  ／／  NNAAKKAAYYAACCHHII  YYuu    EE--mmaaiill：：  nnaakkaayyaacchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本哲哲学学会会、、日日本本科科学学哲哲学学会会、、九九州州大大学学哲哲学学会会  

キキーーワワーードド：：  哲哲学学、、倫倫理理学学  
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